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地盤の許容応力度を算出する式は変わっています
国土交通省告示 第１１１３号  （７月２日から）

テルツァギーの式が変わった

 ｑａ＝    （ｉｃ･α･C･Nｃ＋ｉγ･β･γ1･Ｂ･Ｎγ＋ｉｑ･γ2･Ｄf･Nｑ）  （ｋＮ／㎡）１

３

斜めの荷重の影響も考慮してる。

海外の基準との整合性を図っている。

 「ｉ」は斜めの荷重に対する係数

ｉＣ，ｉγ，ｉｑ：基礎に係る荷重の鉛直方向に対する傾斜角に応じて求める。

αとβが変わった
基礎底面

の 形 状
連 続 正 方 形 長 方 形 円 形

α １．０ １．３ 1.0＋0.3×B／L １．３

β ０．５ ０．４ 0.5－0.1×B／L ０．３

基礎底面

の 形 状
円形 円形以外の形状

α １．２ 1.0＋0.2×B／L

β ０．３ 0.5－0.2×B／L

コラムの支持力が変わる？

円形が１．３→１．２

（形状係数）

Nｃ，Nγ，Nｑも変わった

内部摩擦角が０°で、Ｎｃ：５．３→５．１

Ｎγ：  ０  →  ０

Ｎｑ：３．０→１．０になる。

（支持力係数）

コラムの支持力は不利？

砂は有利に粘性土は不利に

改良長が短い場合に要注意

 

 

この式で求める場合

基礎下から２ｍ以内にWsw=１ｋN以下の自沈がある場合
基礎下２ｍ～５m以内にWsw=５００N以下の自沈がある場合は、
変形や沈下がないことを確かめなければなりません。

ＳＳ試験から求める式が追加された

 基礎下２ｍ間の平均値

ｑａ＝30＋0.6･Ｎｓｗ  （ｋＮ／㎡）

ジオテックの診断では、今までの算定式と上記の式との差が小さいことから使用していない。

（上記の式の適用できる範囲内）
 係数の変更は、載荷試験の実績が数多く蓄積を踏まえて、理論的かつ実際に近い数値に変更したそうです。
ジオテック株式会社 技術スタッフ室

 今後、早急にコラムの検討書（プログラム）の変更を行います。




